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Ⅰ.安心信頼の確保と予防の重視ⅠⅠ..安心信頼の確保と予防の重視安心信頼の確保と予防の重視

安
心
・
信
頼
の
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保

安
心
・
信
頼
の
確
保

・遠隔医療の推進

・EBMの推進

・第三者評価の推進

・医療安全支援センターの
制度化

・医療従事者の資質向上

・終末期在宅医療の推進

・公益性の高い法人類型の
創設

・医療法人会計の検討

・遠隔医療の推進

・EBMの推進

・第三者評価の推進

・医療安全支援センターの
制度化

・医療従事者の資質向上

・終末期在宅医療の推進

・公益性の高い法人類型の
創設

・医療法人会計の検討

・医療費明細付領

収書の発行義務

・医療費明細付領

収書の発行義務
・医師確保のための
医療対策協議会の
設置

・地域医療計画の見
直し

・医療機関に関する
情報提供の制度化

・医師確保のための
医療対策協議会の
設置

・地域医療計画の見
直し

・医療機関に関する
情報提供の制度化

予
防
の
重
視

予
防
の
重
視

国国 都道府県都道府県 医療機関医療機関 保険者保険者

・予防啓発の国民運動
の展開

・8020運動の推進

・保健指導プログラムの
標準化

・禁煙支援

・予防啓発の国民運動
の展開

・8020運動の推進

・保健指導プログラムの
標準化

・禁煙支援

・健康増進目標の策定・健康増進目標の策定 ・健診・保健指導義務・健診・保健指導義務
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Ⅱ.医療費適正化の総合的推進ⅡⅡ..医療費適正化の総合的推進医療費適正化の総合的推進

国国

都道府県都道府県

医療費適正化医療費適正化

5年スパンでの医療
費適正化基本方針と
計画および見通し

財政支援と人材の育成

5年スパンでの医療
費適正化計画および
見通し

糖尿病・平均在院日数糖尿病・平均在院日数

糖尿病患者の減少率
と平均在院日数の全
国標準目標

糖尿病患者の減少率
と平均在院日数の地
域目標

その他その他

診療報酬体系の見直し

病床転換（医療保険財源）

都道府県別診療報酬
特例

中
間
年
に
お
け
る
検
証
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Ⅲ.公的保険給付の内容範囲の見直しⅢⅢ..公的保険給付の内容範囲の見直し公的保険給付の内容範囲の見直し

・70才以上・現役並み所得者の3割負担
（2006年度）

・高額療養費の自己負担限度額の引き上げ
（2006年度）

・高所得人工透析患者の自己負担限度額の引き上げ
（2006年度）

・食費・居住費の給付はずし（2006年度）

・出産育児金の引き上げ（30万円→35万円：2006年度）

・埋葬料の定額化（5万円：2006年度）

・全医療機関のレセプトオンライン請求化（2011年度）

・被保険者証の個人カード化

・入院窓口負担に高額療養費自己負担限度額方式を導入
（2007年度）

・標準報酬月額および標準賞与額の範囲の拡大
（2007年度）

範囲の縮小範囲の縮小自己負担の拡大自己負担の拡大

その他その他
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Ⅳ.超高齢化社会を展望した
新たな医療保険制度体系の実現

ⅣⅣ..超高齢化社会を展望した超高齢化社会を展望した
新たな医療保険制度体系の実現新たな医療保険制度体系の実現

2008年度医療保険制度の姿2008年度医療保険制度の姿自己負担

国国

・国保の共同事業の拡充
（2006年度）

・国保財政強化策の見直し
（2006年度）

・医療介護の自己負担合算制度
の創設

退職者医療制度（～2014年度まで）退職者医療制度（～2014年度まで）

・高額医療費財政支援

・保険料未納等への貸付制度

1
割

（現
役
並
み
は
3
割
）

一
般
2
割

（現
役
並
み
は

3
割
）
※

3割

3割

2割

公
法
人
健
保

公
法
人
健
保

組
合
健
保

地
域
健
保

(

２
０
０
６
年
〜
）

組
合
健
保

地
域
健
保

(

２
０
０
６
年
〜
）

新高齢者医療制度新高齢者医療制度

・保険者 地域連合（都道府県）

・保険料徴収 市町村（保険料は年金天引き）

・財源構成 公費（約5割）支援金（約４割上限）保険料（約1割下限）

・新たな診療報酬体系

国 保国 保

75才

70才

65才

小学校
入学

※低所得者は自己負担限度額据え置き

財政調整

被用者保険被用者保険
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Ⅴ.診療報酬の見直しⅤⅤ..診療報酬の見直し診療報酬の見直し

・2006年度の診療報酬の引き下げ

・急性期医療の看護配置はプラス評価

・慢性期入院医療はマイナス評価

・薬価・保険医療材料の価格引き下げ

・後発品のある先発品の薬価引き下げ

・画期的新薬は引き上げ

・処方箋様式の変更

・医薬品の審査の迅速化

・中医協委員の団体推薦規定の廃止
（2006年度）

診療報酬診療報酬 薬価薬価 その他その他
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